
京都市・乙訓地域公立高校の
新しい教育制度(案)について

～希望する高校を主体的に選択できる
よりわかりやすい制度へ～
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類 内 容

第Ⅰ類
（学力充実）

多様な生徒が選択するこの類型群においては均衡のとれた教
科・科目の履修を基本とするとともに、生徒の幅広い適性や進路
を考慮

第Ⅱ類
（学力伸長）

各教科・科目の学習内容を拡充、高度化し、特に生徒の学力の
伸長を図る教育課程

第Ⅲ類
（個性伸長）

生徒の適性、興味、関心に応じて特定の教科・科目の履修に重
点を置き、生徒の個性の伸長を図る教育課程

昭和６０年度高校教育制度改善

＜普通科における「類・類型」の設置＞

＜普通科における「通学圏」の設定＞

京都市北通学圏 京都市東通学圏 京都市南通学圏 京都市西通学圏
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府立高校改革推進計画策定

府
立
学
校
の
在
り
方
懇
話
会
（
ま
と
め
）

（
平
成
１
４
年
１
月
）

中学生から選ばれる
高校づくり・

希望する高校を
選べる

システムづくり

活力ある多様な
教育活動が
展開できる
学校規模の

適正化・適正配置

府立高校改革の観点
府
立
高
校
改
革
推
進
計
画
の
策
定

（
平
成
１
５
年
３
月
）
・
（
平
成
１
６
年
７
月
）

第１次実施
計画（H15）

第２次実施
計画（H17）

第３次実施
計画（H17）

第４次実施
計画（H18）

第５次実施
計画（H20）
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高校改革推進計画策定後の状況
～府立高校を取り巻く環境の変化～

京都府教育振興プラン～つながり、創る、京の知恵～

今後１０年間の京都府の教育の羅針盤

一人一人を大切にし、個性や能力を最大限に伸ばす

魅力ある学校づくりの推進

・少子化などの社会の変化、

地域の実態に応じた高校の在り方を検討

・全日制・定時制・通信制課程、学科、

入学者選抜制度の在り方の見直し

・生徒の幅広いニーズに対応した

一人一人を大切にする教育の推進

平成23年
１月策定
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H20年度まで Ｈ21年度～

京都市北通学圏

京都市東通学圏

京都市南通学圏

京都市西通学圏

（４通学圏）

京都市北通学圏

京都市南通学圏

（２通学圏）

京都市・乙訓地域の教育制度
＜普通科の通学区域＞

5

最寄りの
停留所・駅に基づき
入学校を決定

各通学圏で入学校が決定

面接・作文等で選抜

特別活動・部活動に
関連して入学校を希望

南北通学圏双方から志願可能

京都市・乙訓地域の教育制度
＜普通科の選抜制度＞

Ｈ21年度～
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注　「高校等進学率」＝「その他」以外の学校への進学率の計
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京都市・乙訓地域の教育制度の見直し
～京都市・乙訓地域公立高校教育制度に係る懇談会～

平成23年10月設置（６回開催・意識調査実施）

平成24年８月 京都府・京都市教育委員会に
「まとめ」提出
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【懇談会まとめのポイント】

①類・類型制度の見直し

②総合選抜制度の見直し

③通学圏の統合

④シンプルな制度の構築

京都市・乙訓地域の教育制度の見直し
～京都市・乙訓地域公立高校教育制度に係る懇談会～

9

新しい教育制度（案）
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・生徒の学力・個性の伸長及び進路希望の実現、ス

ポーツ・芸術分野での活躍などの成果

・類・類型ではなく高校を選択する中学生等の増加

・生徒のニーズの多様化

Ⅰ 全日制普通科の「類・類型制度」

生徒一人一人の進路選択に、

より柔軟に応えられる教育システムへ
11

Ⅰ 全日制普通科の「類・類型制度」

○普通科第Ⅰ類と第Ⅱ類を「普通科」として一つに

します。

「普通科」の中にコースを設置
・生徒が自らの能力・適性、進路希望等に応じてコース

や教科・科目を選択できる教育課程の編成
（例） 「発展的な内容を学習するコース」

「基礎･基本の学力充実コース」 など

・合格した後にコースを選択

・学年進級時のコース変更も可能
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Ⅰ 全日制普通科の「類・類型制度」

○普通科第Ⅲ類は、普通科の中の専門的なコース

として存続させる。
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Ⅱ 通学区域

現在の通学区域（普通科）

北通学圏
山城、鴨沂、洛北、北稜、朱雀、嵯峨野、北嵯峨、桂、洛西、

堀川、紫野 計11校

南通学圏
洛東、鳥羽、桃山、東稜、洛水、向陽、乙訓、西乙訓、

日吉ヶ丘、塔南 計10校

より多くの高校から希望する高校を選択

できるよう、1通学圏に統合
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現 行 新しい制度案

２月 特別入学者選抜
推 薦 入 学
特 色 選 抜

３月 一 般 選 抜

３月 第 ２ 次 募 集

Ⅲ 入学者選抜制度

１ 受検機会

２月中旬
前期選抜 (仮称)

３月上旬
中期選抜 (仮称)

３月下旬
後期選抜 (仮称)
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現 行 新しい制度案

推 薦 入 学

特 色 選 抜

2 実施方法
(1) 前期選抜

前期選抜 (仮称)

普通科第Ⅱ類(英語系)・第Ⅲ類

普通科総合選択制

専門学科と定時制の一部の学科

普通科第Ⅰ類

全日制のすべての学科

定時制の一部の学科

特色選抜・推薦入学を廃止し、「前期選抜」に一本化 16



現 行 新しい制度案

2 実施方法
(1) 前期選抜

適 性 検 査

◆希望する学科等への適性を
判断

◆適性検査＋推薦入学または
一般選抜を受検

普通科第Ⅲ類、一部の専門学科 前期選抜 (仮称)

※選抜の受検資格のための
検査は廃止

（解 消）

適性検査を廃止し、「前期選抜」に一本化 17

現 行 新しい制度案

2 実施方法
(1) 前期選抜

特別入学者選抜

◆海外勤務者帰国子女

◆中国帰国孤児子女

◆成人

◆長期欠席者

前期選抜 (仮称)

特別入学者選抜の枠組は残し、原則これまでと同じ方式で実施18



現 行 新しい制度案

普通科第Ⅰ類（特色選抜） 普通科

一般選抜
85％

特色選抜
15％

2 実施方法
(1) 前期選抜（普通科の募集人数）

※前期選抜で合格しなかった場合、中期選抜を受検可能

前期選抜の割合を
15％より拡充
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現 行 新しい制度案

専門学科等 専門学科等

一般選抜
（募集定員－推薦入学の合格者）

推薦入学
50～70％程度

2 実施方法
(1) 前期選抜（専門学科の募集人数）

※前期選抜で合格しなかった場合、中期選抜を受検可能

現在の割合から100％
の範囲で設定
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①現行制度と同様に､各高校が学科ごとに合格者を決定

する「単独選抜制度」とします。

②中学校からの報告書は必須

＋

学力検査、面接、作文、実技、活動実績報告書等

※検査項目を組み合わせたいくつかの方式を設定

※配点比率は事前に明示

2 実施方法
(1) 前期選抜（選抜方法）
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2 実施方法
(1) 前期選抜（選抜方法）

◎主に学科・コース等を希望して志願する受検生に対する選抜

検査項目「学力検査・報告書・面接・作文・実技等」

◎主に部活動や特別活動等を希望して志願する受検生に対する選抜

検査項目「面接・作文・報告書・活動実績報告書等」

＜選抜方式の例＞
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現 行 新しい制度案

普通科第Ⅰ類・第Ⅱ類 普通科

2 実施方法
(1) 中期選抜（普通科の募集人数）

※前期選抜で合格しなかった場合、中期選抜を受検可能

募集定員から

前期選抜の合格者数を

除いた数

募集定員から

特別選抜・特色選抜・推薦入学

の合格者数を除いた数
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部活動・特別活動に関連する
入学校の希望

原則、居住地で入学校決定

2 実施方法
(2) 中期選抜（普通科の選抜方法）

通学圏ごとに合格者を決定後、原則、

地理的条件を考慮して入学校を決定

現 行 新しい制度案

各高校ごとに合格者を決定

■京都市・乙訓地域のどの高校

に も志願可能

「総合選抜制度」を廃止し、「単独選抜制度」へ

普通科第Ⅰ類 （総合選抜） 普通科（単独選抜）
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①第１志望、第２志望など、複数の高校を志願可能

※具体的な志願方法等については検討中

②これまでどおり、全高校共通の学力検査（５教科）

と中学校からの報告書をもとに合格者を決定

2 実施方法
(2) 中期選抜（選抜方法）
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現 行 新しい制度案

2 実施方法
(3) 後期選抜

第２次募集

◆一般選抜で欠員が生じた場合

◆共通の学力検査と「報告書」、
面接（学校選択）による選抜

後期選抜 (仮称)

◆前期・中期選抜で欠員が
生じた場合

◆学ぶ意欲をより重視した、
面接・報告書等による選抜

◆学力検査は実施しない
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Ⅳ 新制度の実施予定時期

平成26年度入学者選抜以降の実施を予定
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おわり

 ご静聴ありがとうございました。
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